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今年の文化祭も大盛況で終えることができました。

子どもたちは前日まで演奏や演技の練習を続け，当日にはどの子ど

もたちも自信をもって臨むことができました。

しかし，いざ自分の出演時間が迫ってくると，次第に胸の鼓動が速

くなり，緊張した気持ちを抑えながら舞台へ上がりました。

今年度の文化祭も多くの方々に参観し

ていただくことができ，一年に一度の大

きな発表の場である文化祭が大変素晴ら

しいものになりました。

保護者の皆様，地域の皆様，花友はな

せの皆様，ご参観どうもありがとうござ

いました。

３年生が社会科の学習として校外学習に出かけました。北区にある

納豆工場で工場の中の設備や工夫などを見学し，京都の地形を自分の

目で確かめるために左京区の大文字山登山を行い，頂上から京都市の

町の地形を眺めて社会科学習の理解を深めました。

以前に花背学習で「変

化する大豆」について調

べた子どもたちもいまし

たので，そのまとめとし

ても大変いい学習ができ

ました。

新校舎で学校生活を送る中で，子どもたちが直接触れたり使った

りできるような木工品製作のための木材を寄贈していただきました。

寄贈していただいた木材を活用させていただくために，まず，その

木を伐採する作業から体験させていただきました。

幹の直径が３０㎝を超えるかと思える２本の大木を切り倒すとこ

ろから見せていただきました。倒す場所を考えて幹に切り込みが入

れられ，あらかじめ掛けてあるロープを引っ張って倒すことができ

ました。その後，みんなで枝を切り落とし，子どもたちが運びやす

いように４ｍぐらいの長さに切られた木にロープを掛けて，トラッ

クで運び出せるところまでみんなで引っ張って下ろしました。

自分たちの手で伐採した木が

どんな物に変わるのか，子ども

たちの心の中に新校舎への楽し

みがまた一つ増えました。

時折の日差しが冷たくなった手足を温めてくれるような日でした。

子どもたちは，毎日，登校後の10分間を「走ろう会」と名付けて

自主練習のランニングを続けてきました。その効果があって，マラ

ソン大会後には多くの子どもたちが「タイム

がよくなった！」「最後まで走ることができ

た！」などとうれしそうに話していました。

また，旧堰源小中学校にゴールした後は，

京ベビーハウス堰源の幼児の皆さんからの心

の込もった手作りメダルを首に掛けていただ

きました。子どもたちにとって最後まで走り

きったことを「よかった」と思える瞬間でし

た。京ベビーハウス堰源の幼児の皆さんどう

もありがとうございました。

「秋」をテーマにした俳句集会を開きま

した。国語科の「ことば学習」として行っ

ていますが，子どもたちの俳句も回を重ね

るごとに自分の思いがしっかり詠み込まれ

ているものになってきています。

★公開授業14:00～，研究報告14:5５～，講演1５:４0～
保護者の皆様方，地域の皆様方，お時間がございましたら

ぜひご来校ください。

左京北支部の駅伝交歓会が宝ヶ池公園の周回コースで開催され

ました。水面から吹く冷たい風のの中を６年生

７名の子どもたちはそれぞれ１周1500mの周

回コースを力一杯走りきりました。４人チーム

が第１位で表彰されました。


